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演習「子どもたちが楽しめるイベントの企画①」 

総合教育センター職員 

はじめに、コロナ禍の状況を考慮し、受講者同士が Web 会議ツー

ルの中の一つである「Zoom」を使用してオンラインでコミュニケー

ションを図りました。その後、企画書に基づいて最終日のイベント

に関して意見を交換しました。最初の頃は、PC画面に映る自分の顔

の表情に恥ずかしさを感じている受講者もいましたが、少しずつ慣

れていき、意見交換をする頃は積極的に発言をしていました。 

＊受講者の感想より＊ 

○昔遊びや工作遊びで学んだことを参考に、最終日のイベントでは子どもたちが楽しめることをやりたい 

と思いました。 

○室岡課長から夏休みの企画展に関するお話があり、イベントを実施する際の注意点などを学ぶことがで

き勉強になりました。 

○自分から積極的に発言し、行動したいと思いました。 

 

研修内容の詳細に関するお問い合わせは、栃木県総合教育センター生涯学習部まで 

TEL:028-665-7206    e-mail: skc-syougai@pref.tochigi.lg.jp 

体験講座「手軽に楽しめる昔遊び」 

              センターボランティアの会 
各会場で、「紙コップで作るけん玉」、「折り紙ぴょんぴょんかえ

る」、「牛乳パックで作るコマ」、「新聞紙で作る紙でっぽう」、「スト

ローと牛乳パックで作る竹とんぼ」について、作り方や遊び方をそ

れぞれ体験しました。受講者はセンターボランティアの会の方々の

熱意を感じ、最終日のイベントについて考えを巡らせていました。 

今回は、栃木県総合教育センター408研修室をメイン会場として実施

しました。最終日の「子どもたちが楽しめるイベントの実践」に向けて、

いよいよスタートです。なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、受講者間にポリスチレン板を設置するなどの対策をとり、実施しま

した。 

体験講座「手軽に楽しめる昔遊び」 

    栃木県子ども総合科学館展示課長 室岡 久男 氏 
室岡課長の手元を実物投影機で映し、「ベンハムのコマ」、「はねス

コープ」、「紙コップを使ったブーメラン」をそれぞれ作成している

様子を、受講者は参考にしながら作りました。また、室岡課長から

ベンハムのコマについては科学的な原理の説明がありました。また、

はねスコープを使って自分の指をかざして覗くと指が透けて見える

ことを経験しました。受講者は感嘆とともにイベント時に何をやる

か、想像を膨らませていました。 
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